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アクセントの産出に影響を与える要因

要因 文献
学習歴（学習開始年齢、学習年数） Flege et al. (1995) Riney & Flege (1998）

戸田（2006）末延（2020）

学習環境（国内／国外、教師） Riney & Flege (1998) Thompson (1991)
呉et al. (2016) 

滞在年数 Flege (1998）Flege & Fletcher (1992)
末延（2020）

言語使用／学習の頻度 Purcell & Suter (1980)
末延（2020）

ストラテジー・ビリーフ 小河原（1997）スィリポンパイブーン
（2008）李（2020）

Flege (1998）Flege & Fletcher (1992)：滞在年数はアクセント能力の向上に関与しない

末延（2020）：滞在年数の長さがアクセント能力の向上に最も影響

背景 方法論 結果 確認したいこと



留学生としての滞在でアクセント能力が向上

Flege (1998）Flege & Fletcher (1992)：滞在年数はアクセント能力の向上に関与しない

生活者

留学生

末延（2020）：滞在年数の長さがアクセント能力の向上に最も影響

背景 方法論 結果 確認したいこと



滞在年数が単独でアクセント能力に影響を与える？

アクセント能力

滞在年数

背景 方法論 結果 確認したいこと



「いくつかの要因が作用する（あるいはし合う）ことで、徐々に発音習得
度の向上につながるのではないだろうか。」末延（2020：109）

アクセント能力

滞在年数

語彙知識

会話機会
影響を与える要因間の
関係を考える

背景 方法論 結果 確認したいこと



学習者や学習環境に注目した研究が中心
日本語を学習した国 調査要因 母語 学習年数 日本語レベル

小河原 (1997) 日本 学習ストラテジー 台湾韓国
タイ中国等

1 年以内 初級

小河原 (1998) オーストラリア 学習ストラテジー 英語 1～2 年 初・中級

スィリポン
パイブーン

(2008)
タイ

学習ビリーフ タイ語 3～4 年 日本語能力試
験 2 級～3 級程度

呉ほか (2016) 中国 学習環境/学習年数 中国 1 年～4 年 初級後半～N1合格
レベル

羅(2017) 台湾 学習ビリーフ 台湾 1 年 不明
李

(2016,2017,
2020)

韓国
学習ストラテジー/

ビリーフ 韓国
1 ～4 年

不明

末延
(2020) 日本

学習ストラテジー/
ビリーフ/学習年数/教育機

関/
中国

1 年未満～14 
年 初級～上級

背景 方法論 結果 確認したいこと



言語要因についても同時に検討してもよいのでは
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

アクセント能力に影響を与えるといわれる環境要因は具体的にどの能力に影響するのか

背景 方法論 結果 確認したいこと



２モーラ語でアクセントの誤用が増える
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

背景 方法論 結果 確認したいこと



アクセント核：ピッチが高→低に遷移するモーラ
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

アクセント核なし

端 はし箸 はし

単独で発音した際のピッチの変化 アクセント核

アクセント核あり

背景 方法論 結果 確認したいこと



無核語の発音が難しい
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

背景 方法論 結果 確認したいこと



特殊拍：アクセント核を持つことができない
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

特殊拍 単語例
撥音 りんご
促音 いっぱい
長音 おばあさん
二重母音の後部（イ） しゃかい

背景 方法論 結果 確認したいこと



特殊拍：音節で発音する誤用が多い
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

しんぶん

背景 方法論 結果 確認したいこと



言語要因についても同時に検討してもよいのでは
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

言語要因を加えることで環境要因の影響をより詳細に検討

背景 方法論 結果 確認したいこと



本発表の目的

日本語中間言語音声コーパスのデータから可能な範囲で

① 単語アクセント（産出）の習得に影響を与える要因の解明

② 影響を与える要因の関係性に関する仮説の検証

影響を与える要因間の関係を考える

言語要因を加えることで環境要因の影響をより詳細に検討

背景 方法論 結果 確認したいこと



リサーチクエスチョン

1. アクセント能力の習得に影響を与える環境要因の間に「因果関係」
「相関関係」は観察されるか

2. アクセント能力の習得に影響を与える環境要因は具体的にどのような
能力の習得に関わっているか

背景 方法論 結果 確認したいこと
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調査資料－日本語学習者中間言語音声コーパス

学習者の母語と人数
フランス語母語話者(仏) 各15名

学習歴と日本語レベル
仏：平均2.8年／JLPT N3程度

音声
ワードリスト（112語）の読み上げ音声
録音：SONY リニアPCMレコーダー (WAV/MP3)

背景 方法論 結果 確認したいこと



調査協力学生の特徴

留学経験の有無
留学経験あり：10名
留学経験なし：5名
所属大学
A大学６名、B大学８名、C大学１名（A：国外）

JLPT取得級
仏：N3：2名、N2：1名、N1：1名 未取得：11名

背景 方法論 結果 確認したいこと



ワードリストの提示

背景 方法論 結果 確認したいこと



分析に用いた語彙（89語）

選択の基準
▶名詞
▶特殊拍を複数含まない

背景 方法論 結果 確認したいこと



母語話者の評価

評価者
布村の評価を阿部が確認・修正

評価方法ー3種類
0→アクセントが正しいと判断
1→アクセントが誤っていると判断
2→アクセント以外の誤り

背景 方法論 結果 確認したいこと



分析に用いた語彙（89語）

選択の基準
▶名詞
▶特殊拍を複数含まない

背景 方法論 結果 確認したいこと



使用する分析と手順

1. 重回帰分析 – アクセントの習得に影響をあたえる要因を明らかに

2. パス解析–各要因間のを明らかに（https://langtest.jp/shiny/sem/）

アクセント能力

滞在期間

語彙知識 2.21

3.28

背景 方法論 結果 確認したいこと



使用する分析と手順

1. 重回帰分析 – アクセントの習得に影響をあたえる要因を明らかに

2. パス解析–各要因間のを明らかに（https://langtest.jp/shiny/sem/）

アクセント能力

滞在期間

語彙知識 2.21

3.28

0.78

背景 方法論 結果 確認したいこと



目的変数と説明変数

目的変数
誤用評価の総数
説明変数－学習者要因
a. 学習歴（月数）b. 日本累計滞在期間（月数）
c. 調査時点での日本連続滞在期間（月数）
d. 週あたりの学習時間 e. 作文スコア
説明変数－言語要因
f. アクセント核有・誤用数 g. アクセント核無・誤用数
h. 特殊拍の有・誤用数 i. 単音・リズム誤用数

背景 方法論 結果 確認したいこと



目的変数と説明変数

目的変数
誤用評価の総数
説明変数－学習者要因
a. 学習歴（月数）b. 日本累計滞在期間（月数）
c. 調査時点での日本連続滞在期間（月数）
d. 週あたりの学習時間 e. 作文スコア
説明変数－言語要因
f. アクセント核有・誤用数 g. アクセント核無・誤用数
h. 特殊拍の有・誤用数 i. 単音・リズム誤用数

背景 方法論 結果 確認したいこと



目的変数と説明変数

Lee, Jae-Ho & Hasebe, Yoichiro (2020)

「1.637+平均文長×0.045+中級後半語×0.021+タイプトークン比×-0.430+動
詞×0.015+中級前半語×0.011+総文字数×-0.004+和語×0.007+漢語×0.007）

背景 方法論 結果 確認したいこと



背景 方法論 結果 確認したいこと
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重回帰分析→AICを比較してモデル選択

係数 標準誤差 t p
連続滞在 -0.408 0.171 -2.393 0.040*
作文スコア -1.538 1.207 -1.274 0.234
核無・誤用数 0.221 0.084 2.650 0.026*
特殊拍・誤用数 0.818 0.144 5.680 0.000***

2モーラ 0.518 0.356 1.455 0.180
基準変数：アクセント誤用総数 *p<.05,**p<.01,***p<.001

背景 方法論 結果 確認したいこと



得られた変数からパス解析のモデルを構築

係数 標準誤差 t p
連続滞在 -0.408 0.171 -2.393 0.040*
作文スコア -1.538 1.207 -1.274 0.234
核無・誤用数 0.221 0.084 2.650 0.026*
特殊拍・誤用数 0.818 0.144 5.680 0.000***

2モーラ 0.518 0.356 1.455 0.180
基準変数：アクセント誤用総数 *p<.05,**p<.01,***p<.001

連続滞在・作文スコア→環境要因

核無・特殊拍有・2モーラ語→言語要因 としてパス解析

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル1：環境要因の関係を確認

アクセント誤用
総数

連続滞在

作文
スコア

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル2：環境要因が影響する言語要因の詳細を確認

アクセント誤用
総数連続滞在／

作文スコア

核無

特殊拍

2モーラ

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

作文スコアはアクセントの誤用の
総数に直接影響を与えない
（重回帰分析と同様）

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

2モーラ語はアクセント誤用の
総数に影響を与える
（重回帰分析と異なる）

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

連続滞在は特殊拍を含む語の
アクセント誤用に影響を与えない

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

作文スコアも特殊拍を含む語の
アクセント誤用に影響を与えない

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

連続滞在は作文スコアに影響を
与えない

背景 方法論 結果 確認したいこと



SEM（共分散構造分析）の結果

背景 方法論 結果 確認したいこと



パス図（正規化されていない値）

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル1：環境要因の関係を確認

アクセント誤用
総数

連続滞在

作文
スコア

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル1：環境要因の関係を確認

アクセント誤用
総数

連続滞在

作文
スコア

-0.50

連続滞在と作文のスコアは（ほぼ）無関係

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル2：環境要因が影響する言語要因の詳細を確認

アクセント誤用
総数連続滞在／

作文スコア

核無

特殊拍

2モーラ

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル2：環境要因が影響する言語要因の詳細を確認

アクセント誤用
総数

連続滞在

核無

2モーラ

-0.33

-1.30 0.29

0.85

-0.50

背景 方法論 結果 確認したいこと



モデル2：環境要因が影響する言語要因の詳細を確認

アクセント誤用
総数作文スコア

核無

2モーラ

-7.49

-2.50

0.29

0.85

背景 方法論 結果 確認したいこと



リサーチクエスチョンへの答え

1. アクセント能力の習得に影響を与える環境要因の間に「因果関係」
「相関関係」は観察されるか

2. アクセント能力の習得に影響を与える環境要因は具体的にどのような
能力の習得に関わっているか

→「連続滞在」「作文スコア」があったが、因果関係・相関関係ともに
観察されなかった

→「連続滞在」「作文スコア」はともに「無核語」「2モーラ語」の
アクセント習得に関わっていることが示唆された

背景 方法論 結果 確認したいこと



背景 方法論 結果 確認したいこと

本発表の構成
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単語アクセント能力は語彙力に近いと解釈できるか

アクセント誤用
総数作文スコア

核無

2モーラ

-7.49

-2.50

0.29

0.85

背景 方法論 結果 確認したいこと



連続滞在で語彙が増えて誤用が減っている可能性

アクセント誤用
総数

連続滞在

核無

2モーラ

-0.33

-1.30 0.29

0.85

-0.50

背景 方法論 結果 確認したいこと



知らない語の際は頭高というストラテジーが働くか
要因 文献

語の長さ 会津（1970）王・林・磯村・新井（2018）

アクセント核（下がり目）の位置 法貴（1994）王・林・磯村・新井（2017）

特殊拍 川原（2013）

背景 方法論 結果 確認したいこと



環境要因をもう少し増やすことができないか

説明変数－学習者要因
a. 学習歴（月数）b. 日本累計滞在期間（月数）
c. 調査時点での日本連続滞在期間（月数）
d. 週あたりの学習時間 e. 作文スコア

a~dまでは学習量に関わるもの

背景 方法論 結果 確認したいこと



言語要因は誤用総数を分解しただけだが問題ないか

アクセント誤用
総数

連続滞在

核無

2モーラ

-0.33

-1.30 0.29

0.85

-0.50

背景 方法論 結果 確認したいこと



直接関与していない中で間接関与を検討する是非

アクセント誤用
総数作文スコア

核無

2モーラ

-7.49

-2.50

0.29

0.85

背景 方法論 結果 確認したいこと



台湾は違う結果が出そう

背景 方法論 結果 確認したいこと

台湾では単語の導入時にアクセントをよく練習する

→留学経験の有無や帰国からの経過時間よりも学習機関
が関わりそう
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